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'SOUND FRO-66K" 
FOR X68000 


操作 マニ ュ ア ル 


は じ め に 


この だ び は 、 SOUND PRO-68K を お 買い 上 げ い た だ だき 、 ま こと に あり 
が と つう ご きい まし た 。 

SOUND PRO-68K は X6800 の た め に 作ら れ だ 、 音色 デー 作成 用 コン 
コー タコ ヨー ジ ツ クツ ブフ ド エア で 。 

ご 使用 に 際 し て は 、 秒 ず 本 説明 書 に 記載 され て いる 操作 亡 法 ・ 注 意 事項 を 
よく ぐ お 読み いた だ き 、 正しい 操作 に よ つ て 有効 に 活用 され る よう お 願い 致 
し ます 。 

※ 万 一 、 ご 不審 な 点 ・ お 気付 き の 点 が あり まし だ ら 、 お 買い 求め の 販売 店 、 
も し こぐ は 、 も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 


商品 構成 は 、 下 記 の 通り で す 。 


SOUND PRO-68K シ ステ ム デ ィ ス ク POOOCCCCKDODCOCLOCOOCUD 4 枚 
コー ザー ズ マ ニュ アル EONETOULOCOLKT フ フス スミ て YKIPLNULL ス 2OLXCCKKY ナ スー 4 HH 
アン ケー トカ ー ド 過 18(8 19.62876(e 6] 地 人 1 6'8( 和 16680 855 Se 4 通 


* 本 ソフ ト は 有限 会 社 ミュ ー ジ カル ・ プ ラン の 制作 に よる も の で す 。 
有限 会 社 ミ ユー ジ カ ル ・ プ ラン 〒107 東京 都 港 区 南青山 3-14-24 ピロ ティ 青山 403 
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【 本 書 の 構成 】 


第 1 章 “SOUND PRO-66K” の 概要 
“SOUND PRO-68K* の 概要 が 説明 され て いま す 。 


第 2 章 使 つ て みよ う 
と りあ え ざ この 章 に 書 お れ た と お り に 操作 し て いた だ きま す と 、“SOUND PRO-66K“ 
の ひと と お り の 使い 万 が 理解 し て いた だ だ け ま す 。 


第 3 章 操作 万 法 
首 モ ー ド の 詳し い 操 作 万 法 ガ 説明 され て いま す 。 


第 4 章 “SOUND PRO-68K” の 活用 法 
BASIC や 他 の ソフ ト で の 使い 万 が 説明 な れ て いま す 。 


第 5 章 その 他 
FM 音源 の し ぐみ が 説明 され て いま す 。 
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第 1 章 


'SOUND PRO-66K” の 概要 
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1.1 “SOUND PRO-68K" の 特長 


“SOUND PRO-68K” は 、※X68000 内 蔵 FM 音 源 の 音色 デー 作成 ツー ル で す 。 そ し て 次 の よう な お 特 
長 び あり ます 。 
(1)1 ファ イル 200 音 色 単 位 で 音色 デー タ の 作成 、 編集 が で きま す 。 作成 し た 音色 デ ー タ は 、 ファ イル 単位 で 
BASIC や “MUSIC PRO-68K” に ロー ド し て 活用 する こと が で きま す 。 


の ⑦ マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル (本 書 で は 以降 マウ ス と 呼ぶ こと に し ます ) を 使い 、 シン セ サ イ ザ の パネ ル を 
操作 する よう な 感覚 で 、 音 色 を 作成 する こと が で きま す 。 


(③FM 音 源 の 全 / パ パラ メー タ を 一 画面 で 表示 し 、 数値 を 直接 編集 で きる エディ ッ ト モ ー ド に 加え 、" 明 る い " 
*② れ の 速 ご ” など 、 言葉 の イメ ー ジ で 音色 デー タ を 作成 で きる 、"“ イ メー ジ ・ モ ー ド ”* が 用 意 さ れ て い 
ます の で 、FM 音 源 の し ぐみ を 知ら な ぐ て も 、 音 作り が 楽し め ま す 。 


(4 一 部 の コン ピコ ユー タ 楽 器 で し が 見 る こと が で き な が つた だ 、 三 炊 元 波形 表示 が 可能 と な り ま し だ の で 、 音 
色 を 視覚 で 確認 する こと が で きま す 。 


( 忌 音 作り に 欠 お が せな い モ ニタ マー( 試 聴 ) 機 能 よ 、 キ ー ボ ー ド 演奏 、 マ ウス 演奏 に 加え 、50 曲 も の 四 動 演奏 な 
ど ご 、 豊 富 に 用 意 さ れ て いま す 。 


1.2 シス テム 構成 


le ジン アド つつ T ア 


"SOUND PRO-66K" シス テム ディ ス ツ 
収録 され て いる ファ イル の うつ ち 、 主 な お も の を 説明 し ます 。 


(0 還 DII や" "SOUND PRO-66K* の 実行 フラ ァイル 。 
(0 EDIT. FND アク mm *SGOUND PRO-68K" で 作 つ だ 音色 ファ イル を 、 X-BASIC ガ ら 呼 
び 出 し て セツ ッ ト す る だ め の BASIC 関 数 。 
人 SCLMMD SND" 。 や の" X68000 内 蔵 の 68 音 色 が 収録 され だ 音色 ファ イル 。 プロ グラ ム 起 動 時 に 
セッ ツ ト さ れ ま す 。 
@ “MP_SOUND.SNDY。 … オプ ショ ン 音 色 フ ァイル で 、200 音 色 の デー タダ が 収録 きれ て いま す 。 
2 . ハー ド 構 成 
X68000 本 体 
CRT 
プリ リタ 


ステ レオ まだ は キー ボー ドア ンプ 


1.3 ご 使用 いた だ ぐ 前 に 


1. “SOUND PRO-68K" シス テム ディ スク フ の バッ フク フ アッ プ 


"SOUND PRO-68K” の シス テム ディ スク を 壊し て し まつ だ と き の だ め に 、 シス テム ディ スク を 予 
備 デ ィ ス フク に パッ ツク アップ コピ ー し て お きま し よう 。 

バックアップ コ ピー の 方 法 は 、 「 X68000 取 扱 説明 書 ] の “ディ スク の コピ ー" を 参照 し て くだ さい 。 バッ 
クア ッ プ し だ シス テム ディ スク に は 、 プロ テク フト シー ル を 貼ら な いで ご 使用 下さ い 。 


2. プリ ンタ 設定 
シャ ヤー プ 純 正 プ リン 以外 の 対 庫 プ リン を ご 使用 に な る 場合 は 、 以下 の 作業 を 行 な つ て ぐだ さい 。 な 
お 、 対 記 プリ ンタ に つい て は パッ ツケ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
| 操作 ] ビジ ュ ア ル シ ェ ル で “PRINTER.BAS" を ダヴ ブ ルフ リッ ク し ます 。 使用 する プリ ンタ の 種類 
を 聞い て きま す の で 、 対応 する 数 字 を 入力 し リタ ー ン し て ぐだ さい 。 設定 が 実行 され る と 、 
*OK" と 表示 され ます の で 、 System と 入力 し レ リターン し ます 。 “VS.X : PTSS 「TOUS@ 
button or kevy.*” と 表示 され ます の で 、 ク ! リ リック する と ビジ ユア ル シ ェ エル に 戻り ます 。 


3. デー タデ ィ ス の 用 意 


*SOUND PRO-68K*” で 作 つ だ 音色 を 保存 する を めこ に 、 フ オォ オー マ ツ ト し た ニュ ユー ディ スク を 用 意 し 
て ぐだ さい 。 

ディ スク の フォ ー マ ッ ト 方 法 は 、 「X68000 取 扱 説明 書 」 の “Format' を 参照 し て くだ さい 。 

な お 、 フ ォ ー マ ツ ト し だ デー タデ ィ ス ク に は 、 プロ テク フト シー ル を 貼ら な いで ぐだ さい 。 


1.4 起動 と 終了 


1. "SOUND PRO-68K" の 起動 記法 


操作 ④ 省 機器 の 電源 を 入れ ます 。 
ドラ イプ 0 に "SOUND PRO-68K” の シス テム ディ スク を 、 ドラ イブ 1 に デー タデ ィ ス 
ク を セツ ト し ます 。 
③ ビ ジ ユ ア ル シ エ ル ガ が 起動 し ます の で 、“SEDIT .X" の アイ コン を 、 ダブ ルフ リリ ソック し て ぐだ 
さい 。 


③④ エディ ッ ト 画 面 が 表示 され る と 起動 が 完了 で す 。 
人 @ コ マン ドラ イン ガ ら の 起動 (ディ レク トリ は \OUICKSTART) 
A>SEDIT 回 と 入力 し ます 。 


2. SOUND PRO-68K” の 終了 記法 
操作 | ① 画 面 右側 に 表示 され て いる ドア ・ ア イコ ン ( エ ンド ・ ウ ィ ン ド ウ ) を マウ ス で クリ ッ ク し ます 。 
@ "デー タ の セー プ は 済み まし た が や [YES] [NOJ" と きい て きま す 。 ご ご こ で YES を 選 
び 、 フク リック する と “BASIO を 立ち 上 げ ま すか や [YES] [NO が 表示 され 、 ど ちら 
お を フリック する と 、 終了 し ます 。 


1.5 画面 癌 部 の 名 稀 


ミュ ユー ジック ・ キ ー ボ ポー ド 


だ ユ り は ・ ご S 
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の | 目 人 [ 
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EnPY 
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く 図 1-1> 


回 園 曰 回 


下 だ 2 瑞 昨 


1.0 全体 の 構成 


"SOUND PRO-68K" に は 、3 つ の モー ド と 、4 つの ウィ ンド ウ が あり ます 。 
モー ド 間 の 移動 及び ウィ ンド ウ を 開 ぐ べ に は 、 将 画面 右側 に 表示 され だ アイ コン を フリ ッ ク す る こと で 行 
な うつ こと が で きま す 。 


プロ グラ ム の 起動 


(だ 一 ド 】 【 ウ ィ ン だ つ ) 
各 モ ー ド の 画面 上 に 登場 する 窓 で 、 
モニ ター、 づ ァ イル 、 J ウ か ト 。 
エン ド の 4 つが あり ます 。 


PO に 、 ゴー ジ 。 ウナ イナ 
の 3 つの モー ド が あり ます 。 


エディ イツ ト ・ モ ー ド モニ ター ャ ウイ に ② 


・ FM 音源 全 / パ ラメ ー ・50 曲 の 自動 演奏 で 音 
タ の エディ ッ ト 色 を 試 了 
・ マ ウス 、 キー ボー ド 

に よる モニ ター 


・ 音色 名 入力 


アイ ル : ウイ シン ピ ウ 
・ 音色 ファ イル の 菅 理 
・ 音 色 フ ァイル 中 の 


erika "た セー ニー 


人 200 音 色 を 管理 

- マウ ス 、 キー ボー ド 

に よる モニ ター 2 ーー 

. 音色 名 入力 ソリ ント ・ ヴ ウィン ドウ 


・ 音色 パラ メー タ 、 ウ 
エイ ブ 、 音 色 名 等 を 
E 刷 


イメ ー ジ ・ モ ー ド 


・ 言葉 に よる 音 作り 
> マウ ス 、 キー ボー ド エン ド ビ >。 ウィ ジン ドウ 
に の 世 王 久 全 ・ プ ログ ラム ハム の 終了 


・ 音色 名 入力 


1.7 音色 作り の 手順 


1. 音色 ファ イル の ロー ド (呼び 込み ) 

ファ イル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開き 、 編集 し た い 音色 フラ イル を 、 ディ スク ガ ら ロー ド ( 呼 び 込み ) し ます 。 
"MAKE" に より 新しい 音色 ファ イル を 作る こと も で きま す 。 

ウ 何 番 の 音色 が ら 編集 する が を EDIT” で 設定 し ます 。 設定 を し な い 場 合 は 、NO.1 の 音色 が ら ス ター ト 
し ます 。 


2 . エディ ッ ト ・ モ ー ド 、 ま だ は イメ ー ジ ・ モ ー ド で 音 作り 

アイ コン メニ ユー を 選択 し 、 エディ ツ ド トド ・ モー ド ま だ は イメ ー ジ ・ モ ー ド へ 移行 し ます 。 

の 音色 デー ダ を 作成 し ます 。 左 ま で キー ボー ド を 弾い て 音 を 出し 、 右 ま で マウ ス を 操 つ て パラ メー タ を エエ 
ディ イツ ト す る と 、 音色 変化 が わけ りや すい で し よう 。 

3 う モニター・ ウ ィ ン ド ウ を 開き 、 作 つ だ 音色 で 曲 を 自動 演奏 ミ せ る こと に より 、 曲 の 中 で どん な 音 に な る 
ガ を 人 確認 し ます 。 
ウエ イブ ・ モ ー ド に 秘 り 、 作 つ だ 音色 の 波形 を 三 炊 元 表示 させ て 、 視 覚 で 確認 し ます 。 

音色 作り の 最 中 に 、 元 の 音色 に 戻り を ぐ な つ だ 場合 は 、 フ タイ ル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開き 、“EDIT” で 同じ 
音色 を 再度 指定 し ます 。 


3 . 作 つ だ 音色 を メモ リ 上 に 登録 


作 つ た 音色 デー タ を 、 メ モリ 上 の 音色 ファ イル に 登録 する の で す が 、 こ れ に は 2 つの 方 法 が あり ます 。 
A. 音色 番号 移動 スイ ツチ ぐ 図 1 一 2 > を フリ ッ ク し て 、 他 の 番号 に 移る と 自動 的 に 登録 きれ ます 。 


〇 1 


く 図 12 > 
B. ファ イル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開き 、*SET* で 元 の 音色 番号 へ 登録 し ます 。 元 の 番号 と は 異な る 音 
色 番 号 へ 登録 する こと も で きま す 。 

4 . 他 の 音色 番号 へ 移動 


他 の 音色 番号 を エディ ッ ト ・ モ ー ド 、 ま だ は イメ ー ジ ・ モ ー ド へ 呼び 出す 訪 法 も 2 つ あ り ま す 。 
A . 音色 番号 移動 スイ ツチ を クノ リック し て 、 前 後 の 音 色 番 号 を 呼び 出し ます 。 


B. フラ イル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開き 、“EDIT” で 呼び 出す 音色 番号 を 指定 し ます 。 


5 . メモ リ 上 の 音色 ファ イル を 、 デ ィ ス ク に 保存 


(1 色 作り が 終了 し た ら 、 メ モリ 上 の 音色 ファ イル を ディ スク に セー ブ (保存 ) し ます 。 ご の と き 、 最 後 
に 編集 し だ 音色 デー タ を 、 メ モリ 上 の 音色 ファ イル に 登録 し た ガ を 確認 し て くだ さい 。 

の ② フ ァイル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開き 、“SGAVE" で 、 メ モリ 上 の 音色 ファ イル を ディ スク 上 に ある 元 の 音色 ファ 
イル に セー ブ (保存 ) し ます 。 元 の 音色 ファ イル と は 異な る 音色 ファ イル へ 、 保 存する こと も で きま す 。 
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第 2 章 


使 つ て みよ う 


2.1 . ギ ター を シン セ ・ ベ ー ス に 変え る " 


第 2 章 で は 、 実際 に “SOUND PRO-68K* を 使い 、 音 色 を エディ ッ ツ ト し 保存 する まで を 説明 し ます 。 
ご ご で は 書か が れ て いる と お り に 操作 を 行 な つ て くだ さい 。 


1. 準備 


ま び 最初 に 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の バツ クア ッ ツ プ コピ ーCP. 5 )、 デー タデ イィ スク の 作成 CP. 5 ) を 行 な つ 
で 計 症 きい 。 


2. プロ グラ ム の 起動 


機材 を セッ ト し 電源 を 入れ 、 シ ステ ム バム ディ スク を ドラ イブ 0 へ 、 デー タデ ィ ス ク を ドラ イブ 1 へ 入れ ま 
す 。 ビ ジ ユ ア ル シ エ ル ガ が 起動 し ます の で 、“SEDIT .X” の アイ コン を ダブ ルフ リッ ク し て ぐだ さい 。 


3. 編集 用 の 音色 ファ イル の 作成 


(47) フ ァイル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開く 


画面 右側 の メニ ユー・ カ アイ コン より 、 ディ スク ・ ア イコ ン < 図 2 一 1 > を 選び 、 フ ! リ ッ フ し ます 。 ファ 
イル ・ ウ ィ ン ド ウ が 表示 され 、 フ ァイル 名 一 覧 と 音色 一 覧 が 登場 し ます 。 


| と 7 
ぐ 図 2 一 1> 


(2 新しい 音 色 フ ァイル の 作成 


ポイ ンタ を "MAKE" ぐ 図 2 一 2 > へ 物 動 し 、 フ リック する と 、“ フ ァイル 名 : ” と きい て きま す 。 新 
し ぐ 作 る 音色 ファ イル の 鍵 前 を 入力 CB:TEST) し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 ドラ イブ B ビ に 音色 ファ イル 

"TEST.SND” が 作成 され ます 。 ド ライ ブ B の ファ イル も 、 同時 に ファ イル ・ ウ ィ ン ド ウ で 取り 扱い ま 
9。 


HHKE 


k 放 


く 図 2 一 2> 


13 


(3 色 ファ イル “SOUND.SND" を 、“B:TEST .SND" へ コピ ー 


*OOPY” く 図 2 一 3 > へ ポイ ンタ を 物 動 し 、 フ リッ フク する と “コピ ー 元 の ファ イル を 指定 し て くだ さ 
い ” と 表示 され る の で 、 フ ァイル ・ デ ィ レ フク トリ < 図 2 一 4 > の "AiSOUND.SND" へ ボイン を 移動 
し 、 クリ ッ ツク し ます 。 する と “コピ ー 先 の ファ イル を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 “BTES 「. 
SND” へ ポイ ンタ を 物 動 し 、 フ ! リ ソック し ます 。 コピ ー が 終了 する と “完了 し まし だ ただ" と 表示 され ます 。 


CUPY 


0 


ぐ 図 2 一 3> 


4 . 音色 ファ イル “TEST” を 呼び 込み 、 エ ディ ツ ッ ト ・ モ ー ド へ 移る 


(1 編集 用 音色 ファ イル “B:TEST .SND" の 呼び 込み 


*LOAD" く 國 2 5 > へ ポイ ンタ を 移動 し 、 フ リリック する と “読み 込む せ フ タイ ル を 指定 し て くだ さい 


と 表示 され ます 。 フ ァイル ・ デ ィ レ クト リ の “BI:TEST .SND" へ ポイ ンタ を 秘 動 し 、 フ リッ ツ し ます 。 
する と 、 ト ー ン ・ デ ィ レ クト リ ベ マ 図 2 一 6 > に 、 音色 名 一 覧 が 表示 され ます 。 


く 図 2ー5> 
(2 音色 の 指定 


ざ ご ご で 、 エディ ツ ド ト し た い 音 色 を 指定 し ます 。 トー ツン ・ デ ィ レ クト リ の No.8 生 .GUITAR" を クリ 
ツク す る と 、 エディ イッ ツ ト 領域 に 音色 デー タダ が セッ ツ ト さ れ ま す 。 


(900 し ディ ウト ・ モー ビ 人 へ 移行 


画面 右上 の エディ ツ ト ・ ア イコ ン < ぐ 図 2 7> を クリ ッ ツク する と 、 エディ イツ ト ・ モ ー ド へ 秘 り ます 。 


ぐ 図 2-7> 
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 。 音 出し 

(1) *E.GUITAR" が 画面 上 に び 込ま れ ま す 。 本 体 キ ー ボ ー ド 上 の いろ いろ な キー を 押し て 、 音 を 出し 
て み ま し よう 。 音 が 出 な い 場 合 は 、 ボリ ユー ム ハ つ まみ を 調整 し て み ま し よう 。 

の 画面 右上 の ミュ ユー ジッ フク ・ キ ー ボ ー ド に ポイ ンタ を 物 動 し 、 左 ボタ ン を 押し た まま 、 ミ ュー ジッ フク ・ キ 
ー ボ ー ド の 上 を 左右 に 動 ひ の し て み ま し よう 。 この よう に 、 マウ ス で も 演奏 する こと が で きま す 。 


6 . 音色 パラ メー の エディ イット 


(1) 省 オペ レー ダ の MT を 変更 

すべ て の オペ レー タ ①⑪ 一 4) の それ ぞ れ の “MT” (画面 下 側 ) を 0 に 変え ます 。 操作 方 法 は 、*MT" の レ 
パー ぐ 図 2 一 8 > に ポイ ンタ を 重ね て を ボタ ン を 押し た まま スラ イド の 一 番 上 まで レバ ー を 動 ひ し ます 。 
スラ イド 下 側 の 数 字 (パラメータ の 値 ) が すべ て 0 に な つ だ こと を 確認 し て て くだ さい 。 こ ご の と き 、 ス ライ ド 
レバ パー の 上 下 に ある 三角 スイ ッ チ 3 . 1 の 3 . 三 角 ス イツ チ 」 参照 ) を フリ リッ フク す る と 、 数値 ガキ 一 1 ず 
つ 上 下 し ます の で 、 彼 調整 が 楽に 行え ます 。 


ー 計 
四則 
一 上 
軸 四 


(2 オペ レー タダ 2 と 3 の T し を 変更 


MT と 同じ 要領 で オペ レー タ 2 と 3 の TL し を 16 に 変え て こく だ さい 。 
0 の mngn 0 の 9 mngn 


!M 川 
川 川 
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川 川 
川 川 
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川 川 
山川 吊 
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川 川 
川 川 | 
則 川 川 
HI 


回 4 
紀 回 4 
p | 回 
加 
回 4 
回 < 
回 
紀 回 4 
罰 4 
口 4 
[< 
加 


す ー 
Le ま 
* 党 
電 】 
軒 」 
5 
講 一 隔 
川 ) 
川 
川 ! 
[し 科 


に ) 
コ 
ご 


ミ 加 4 
局 | 
3kJ 
申 4 
て 】 
| ョ 
トー ニン 
V ヨ 4 
回 
口 4 
品 


は) アル ゴリ ズム を 変更 
アル ゴリ ズム を 2 がら 3 に 変え ます 。 操作 方法 は アル ゴリ ズム の 3< ぐ 図 2 一 10> を フク リック する だ け で す 。 
変更 が 終 つ だ ら 、 本 体 キ ー ボ ー ド 下 2 列 を 弾 ぐ か 、 まだ は 画面 上 の ミュ ユー ジッ フキ ー ボ ー ド を マウ ス て で 演奏 


5) 


し 、 パ ラメ ー タ 変更 で 新しく な つ だ 音色 を きい て み ま し よう 。 ビビ . ギ ター の 音 ガ シン セ ・ ベ ー ス の 音 に 変わ 
つ だ こと が わが る こと 思い ます 。 


ぐ 図 2 一 10> 


/ . 音色 名 を 書き 換え る 


画面 村上 に 表示 され て いる 音色 名 “ビビ.GUITAR" へ ポイ ンタ を 秘 動 し 、 フ ! リ ツク す る と 音色 名 を 書き 
換え る こと が で きま す 。 音色 名 "SYNTHEBASS" を キー ボー ドガ ら 入 力 し て 、 リ ター ン キ ー を 押し て 
ぐだ さい 。 


立 わ ガ けら な く な つ だ ら “ ヘ ルプ" ! 

各 / パ ラメ ー タ の 意味 が よこ わか ら な いと き は 、 その パラ メー タマ に ポイ ン を 移動 し て 、 右 フ リッ ク し ま 
し よう 。 する と 、 パラ メー タ の 説明 が 表示 され ます 。 ご ね を “ヘルプ” と いい ます 。 詳し く は 「3.1 の 
11. ヘ ルプ 」 を ご 参照 くだ さい 。 
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2.2 ソン グモ ー タ < 


1 。 リ ソン ツタ ー ウロ ィ ンド に ウ な 開 マ 

音 作り の 作業 で 大 事 な こ と は 、 作 つ だ 音 を よく きい て 確かめ る こと で す 。 そ の だ め 、“SOUND PRO 
-68K” で は 、 本 体 キ ー ボ ー ド や ミコ ュー ジ ッ ク ・ キ ー ボ ー ド で の 演奏 の 他 に 、 曲 の 自動 演奏 に よる ソン グモ 
ニタ ー 機 能 を 用 意 し まし だ 。 画面 右 の アイ コン メニ ュー の スピ ー カ ー< ぐ 図 2 一 11> に 、 ポイ ンタ を 物 動 レ 
て フリ ッ ク し て ぐだ さい 。 


2 . 音 出し 


ソン グモ ニタ ー・ ウ ィ ン ド ウ が 表示 され だ ら 、 NO19 を フリ ッ ク レ 、"PLAY" ぐ 図 2 一 12> ア イコ ン を ツ 
リック し ます 。 す る と 、 今 作 つ た ““SYNTHE BASS” の 音 を 使 つ だ 自動 演奏 が 行なわ れ ます 。 曲 数 
は 、50 曲 用 意 さ ミ れ て いま す の で 、 い ろ い ろ な お 曲 で 演奏 させ て 確認 し て み ま し よう 。 曲 は 、 曲 如 を フク リッツ 
する こと に よ つ て 選択 で きま す 。 


ぐ 図 2 一 12> 
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2.3 音 の 波形 を 三次 元 表示 させ る 


1. 波形 表示 モー ド ヘ へ 
画面 右側 の メニ ュー・ ア イコ ン よ り 、 波形 アイ コン < 図 2 一 13> を 選び フリ リツ ッ フ し ます 。 す る C 波 形 表 
示 画 面 と な り ます 。 


2. 三次 元 波形 表示 

エディ ッ ト し だ 音 の 波形 が 三次 元 表 示さ れ ます 。 波形 の 大 き さ と 形 が 、 時 間 こ と も に 変化 し て い ぐ 様 子 
が 、 よ ぐ 理 解 し て いた だ ける と 思い ます 。 

く 図 2 一 14> の 右端 に 示さ れ て いる 音色 番号 移動 スイ ツチ を フリ ッ フ し て 、 い ろ い ろ な 波形 を 表示 し て 
み ま し よう 。 


の ん 。 ogz の と ey op: 68000 
H.PIHU No. 1 
| 


FILE B:emori1.SND 


ぐ 図 2 一 14> 
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2.4 言葉 で 音色 を 作る 


1 イメ ー ジ ・ モ ー ド へ 
画面 右側 の メニ ュー・ ア イコ ン よ り の 、 イメ ー ジ ・ ア イコ ンマ < 図 
イメ ー ジ ・ モ ー ド の 画面 が 表示 され ます 。 


2 一 15> を 選び フフ! リック し ます 。 する と 、 


ぐ 図 2 15> 
2 . 言葉 の イメ ー ジ で 編集 

* 明 る さ " 、" ア フ セ ン ト " な どの 言葉 の イメ ー ジ で 、 音色 を エディット する こと が で きま す 。 "明る さ " 
パラ メー タ を 使い 、 シン セ ・ ベ ー ス の 音 を も つと 明る い 音 に 変え て み ま し よう 。 右手 で キー を 押し な が ら 、 
"明る さ "の 右 横 に ある 三角 スイ ッ チ < 図 2 一 16> を 何 回 か 押し て こく だ さい 。 音 が 少し ずつ 明る こ な っ て 
いくこ と わ ガ る と 思い ます 。 だ だ し 、 音色 こよ つて は 効果 が あら われ に ご い 場 合 が お あり ます 。 


008 
明る い 


ンク クス 
ンク 


ぐ 図 2 一 16> 
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2.5 作 つ だ 音色 を ディ スク へ 保存 


1 ファ イル ・ ウ ィ ン ド ウ を 開く 
画面 右側 の メニ ュー・ ア イコ ン よ り 、 ディ スク ・ ア イコ ン を 選び 、 フク リッ フレ ます 。 フ ァイル ウィ ンド 
ウ が 表示 され 、 フ ァイル 名 一 覧 と 音色 一 覧 が 表示 され ます 。 


2 . メモ リ 上 の 音色 ファ イル へ 登録 


(4)No.69 を 表示 

音色 番号 No.8 が 黒 < 反転 し て いま す が 、 これ が エディ ツ ト の 対象 と な つ だ 音色 で す 。 NO.6 へ 登録 す 
る こと も で きま す が 、 こ ご ご こ で は 、 新しく 作 つ た シン セ ・ ベ ー ス の 音色 を 、 あ いて いる NO.69 へ 登録 し て み 
まし よう 。 スク ロー ルス イッ ツチ < ぐ 図 2 一 17> を 押す と 、 音色 番号 と 音色 名 が スク ロー ル し ます 。 NO.69 が 
表示 され だ と ころ で スク ロー ル を 止め て べく だ さい 。 


く 図 2 一 17> 


(2 音色 ファ イル へ 登録 


*SGET" < ぐ 図 2 一 18> を フリ ッ ク す る と “セツ ト す る 音色 を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 ご ご 
で 、No.69 を クリ ッ フ する と 、 メ モリ 上 の 音色 ファ イル に 音色 デー ツタ ガセ ツ ト さ れ ま す 。 


く 図 2 一 18> 


3 . ディ スク へ 音色 ファ イル を 保存 


*SAVE" ぐ 図 2 一 19> ヘ へ ポイ ンタ を 物 動 し 、 クリッ フ する と "書き 込 な ぜ フ タイル を 指定 し て くだ さい 
と 表示 され ます 。 フ ァイル ・ デ ィ レ クト リ の 中 で 、 黒 ぐ 反 転 表 示し て いる “B:TEST .SND" が ガ 元 の ファ 
イル で す 。 ご この ファ イル 名 に ポイ ンタ を 物 動 し 、 フ ノリック し て ぐだ さい 。 保存 が 終了 する と “完了 し まし 
だ た" と 表示 され ます 。 これ で 新しい “SGYNTHE BASS" 音色 が 入 つ だ 音色 ファ イル “TEST" ガ 、 デ 
イス ク に 保存 され まし だ 。 


5HVE 
*・| 


く 図 2 一 19> 
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| 2.6 プロ グラ ム の 終了 


1 ドア ・ ア イコ ン を 開く 


(1) フ ァイル 保存 の 確認 


画面 右側 の メニ ュー・ ア イコ ン ぐ 図 2 20> よ り 、 ドア ・ ア イコ ン を 選び 、 フリック し ます 。 エン ド ・ 
ウィ ンド ウ ガ が 表示 され 、" デ ー タ の セー ブ は 済み まし だ ガ や [YES] [NOJ' と 聞い て きま す 。 音色 ファ 
イル は すでに 保 存 し だ た の で 、 YES を クリ ッ ツク し ます 。 

次 に “BASIC を 立ち 上 げ ま す ガ [YES] [INO]J* と 聞い て きま す 。 ど ちら が を クリ ッ ク グ す る と 、 
*SOUND PRO-68K”" は 終了 し ます 。 


ぐ 図 2 一 20> 
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第 3 章 


探 作 万 法 


の 


3.1 間 モ ー ド 共通 の 操作 記法 


0。 イコ ラコ マッ ルド 

機能 | モー ド チ エン ジ や ウィ ンド ウ を 開 < な ど 、 いろいろ な 機能 を 実行 する 場合 、 シ ン ボ ル 化 され だ 
キャ ヤラ クタ を 選ぶ ご と に より 行なう こと が で きま す 。 

| 操作 | 人 実行 し た い 機能 の アイ コン 位置 へ ポイ ンタ を 物 動 し 、 フ リッ フク し ます 。 


2。 ネフ エド トレ に 


HHHIH1 了 
1 川 I 川 
一 時 共 
川 昨 
トー 稲 際 
卓 昨 出 
トー 時 朋 
上 HH 
rー 臣 敬 
旧 H 出 
前 | 
rd 


ッ マ ママ マツ マツ 
ggL4LIUL9LS 
く 図 3ー1> 


機能 3 つ 以 上 の 値 が あめ る パラ メー タ を 、 連 続 的 に 変化 させ ます 。 


操作 | ① レ バー に ポイ ンタ を 重ね 、 マ ウス を ボタ ン を 押し な が ら 、 上 下 に 動 み し ます 。 マウ ス の 上 下 
に 合わ せ て 、 数値 が 変化 し ます 。 上 方向 が 数 値 の 減少 、 下 万 向 が 数 値 の 増加 で す 。 
@ マ ウス を ボタ ン を 離し ます 。 こ れ で 数 値 が 確定 し ます 。 
③ ス ケー ル の 途中 に ポイ ンタ を 物 動 し 、 フ リッ フク し ます 。 レバ ー が 移動 し 、 数 値 ガ レバ ー の 位 
置 の 値 まで 一 気 に 変化 し ます 。 


| 補足 | 数値 が 多い / パ ラメ ー タ で は 、 ひ と つ ざ ずつ 数 値 を 変化 さき せる の が 難し いこ と が あり ます 。 ご の 場 
合 は 、 三角 ス イッ チ で 役 調 節 し て くだ さい 。 


2 三 朋 スイ ッ チ 
T 
< 図 3 一 2> 
機能 | パラ メー タ の 数 値 を 、 ひ と つ ざ ずつ 変化 させ ます 。 


操作 | 人 @ 上 向き の スイ ツチ を フク リック す る と 、 数値 が ひと つ 減り ます 。 
@ 下 向き の スイ ツチ を フリ ッ フ する と 、 数値 が ひと つ 増 えま す 。 
@⑱ ス イツ チ を 押し 続け る と 数 値 が 連続 的 に 変化 し ます 。 
4。 オン ・ オ フラ スイッチ 
機能 | 値 が 3 つま で の パラ メー タ を 、 ス イッ ツチ で 切り 換え ます 。 
操作 | スイ ツチ の 国 れ て いな い 側 を フリ ッ フ する と 、 ス イッ ツチ が 反対 側 に 図れ ます 。 
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5。 所 レノ の タダ 
機能 | 画面 に 表示 され だ 絵 (アル ゴリ ズム や し FO 波 形 ) の 中 か ら 、 秘 要 な 機能 を 選択 し ます 。 


④ ぐ 選択 し たい 絵 に ボイン を 秘 動 し て 、 フ リッ グ し ます 。 
@ 選 択 さ れ だ 部 分 が 反転 (白黒 が 逆転 ) し 、 選択 が 確定 し ます 。 


HH。 ミコ ヨー ジッ クツ , キー ポー ド に 


FOLI ⑤ I ヨ B7 bu usicalPlan L モ d. 


KEK と ン 
機能 | 画面 上 の 鍵 肥 を 弾い て 、 エディ ッ ト 中 の 音色 を 確認 で きま す 。 
操作 | 画面 に 表示 され だ ミュ ユー ジック ・ キ ー ボ ー ド の 上 に 、 ポ イン タ を 移動 レフ リリ ッ フ する と 、 キ 
ー に 対応 と だ 音 ヴ 出 ま す 。 
@ キ ー ボ ー ド (本 体 ) の 下 二 列 を ピア ノ 鍵 朋 の 代わ り に 用 い 、 弾い て 音 を 出す こと が で きま す 。 
それ ぞ れ の キー が 割り 当て られ だ 音色 は 以下 の と お り で す 。 


2 ド # 


レ # 
IAISIDIFIGIHIIJIKILIT|* 人 用 
ノ |XIOIIVIIBINIMIS| レ | 
ラフ ド Ss*。 ジ だ SS 編 


Ly 


M| > 


7 . モニ 機能 


(1)VOL (ミュ コー ジック ・ キ ー ボ ー ド ) 
名 称 VOLUME (ポリ ユー ム ) 


機能 演奏 時 の 音量 で す 。 演 奏する 際 の モニ ター 時 の み に 有 効 で 、 音色 パラ メー タ と は 無関係 で す 。 
し バー を 上 に する と 、 彰 時 が 上 が の ます 。 


26 


OCT ( 二 コ ー ジ ッ ウ ・ キー ボー ド ) 
名 称 OCT AVE (ブン ター ツジ) 


機能 演奏 時 の 音域 で す 。 演 奏する 際 の モニ ター 時 の み に 有 効 で 、 音色 パラ メー タ と は 無関係 で す 。 
設定 範囲 は オフ ター ブ の 1 一 5 で 、 太 い 線 の 位置 が 標準 (オフ ター ブ 4 ) で す 。 
レバ ー を 上 に する と 、 高 く な り ま す 。 


(3)MONO (ミミ ュー ジック ・ キ ー ボ ー ド ) 

名 和 閣 | MONO MODE (モン モー ド ) 

機能 | 6 チ ヤ ン ネ ル の 内 、1 チャ ヤン ネル だ け で 演奏 し ます 。 音 を 続け て 鳴ら す と 、 前 の 音 の RR は 演奏 
され ませ ん 。PLAY 文 で 使わ わる 発音 形態 と 同じ で す 。 

(POLY (ミュ ー ジ ッ ク ・ キ ー ボ ー ド ) 

名 術 | POLY MODE (ポリ モー ド ) 

機能 音 を 続け て 只 ら し だ 場合 、 前 の 音 の RR が 消え な い モ ー ド で す (和音 演奏 の 意味 で は あり ませ 
ん )。 


8。 ベ ロール スヤ ツチ 


く 図 3ー5> 
機能 音色 名 一 覧 お ご を スクロール させ て 表示 し ます 。 各 ウ ィ ン ド ウ で 使用 し ます 。 


操作 人 @ 矢 E 1 個 は ゆめ つぐ り の 順番 に スク フロール 表 示し ます 。 
念 矢 還 2 個 は 高速 に スクロール 表示 し ます 。 


9 毛色 IT 


く 図 3-ー6> 
機能 ウィ ンド ウ を 閉じ て 、 も と の モー ド に 戻り ます 。 


@ 如 ウィ ンド ウ 下 に ある (EXIT) を フリ ッ ク フレ ます 。 
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働 。 補 一 ム 入 罰 


の ん e で ogne と gey oy え 68000 


H.PIHNU No. 1 | 信 
FE H:SUUND.SND 


ぐ 図 3ー7 > 


音色 名 を 入力 し ます 。 


操作 |] ④ 名 前 を 入力 する 容 に ポイ ンタ を 物 動 し 、 を ボタ ン を 押し ます 。 
②@ キ ー ボ ー ド を 用 い 、 名 前 を 入力 し ます 。 リタ ー ン キー に よめ 入力 が 確定 し ます 。 
③ 右 フリ ッ ツク を 2 回 する こと 、 ソフ トキ ー ボ ー ド が 表示 され 、 この キー ボー ド 上 の キー を クリ ッ 
する こと に より 、 入力 する こと も で きま す 。 


11. 音色 番号 移動 スイ ツチ 


の ん 4e ざ ogsge と gcr が or え 68000 
R.PIRNO No. 1 6 
FILE H:SUUND.SND 


く 図 3ー8 > 
機能 音色 番号 を 、 前 後 ど ちら お に ひと つ 物 動 し ます 。 秘 動 の 際 に 、 エディ ッ ト 中 の 音色 デー タダ を 、 
メモ リ 上 の ファ イル に 登録 し ます 。 


操作 @ 上 向き の スイ ッ ツチ を クリ ッ フ する と 、 ひと つ 前 の 音色 番号 へ 移動 し ます 。 
@ 下 向き の スイ ッ チ を フリック す る と 、 ひと つ 後 の 音色 番号 へ 秘 動 し ます 。 
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49。 へ 小 ブ (エギ ツ ド ・ 所 一 陸 ) 
FM 音源 に お ける 名 パラ メー タ の 意味 を 、 画面 表 示 で 解説 し ます 。 
操作 ④ 意 味 び が わ ガ けら な い パ ラメ ー ダ に 、 ポ イン を 秘 動 し ます 。 

② 右 クノ リック し ます 。 

③ パ ラメ ー タ の 意味 が 表示 され ます 。 

@⑳ も う 一 度 右 ク フリ ソフ する と ヘル プ メ ッ ツ セ ー ジ が 消え ます 。 
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3.2 エディ ッ ト ・ モ ー ド 各部 の 名 称 と 機能 


【 エ ディ ッ ツ ト ・ モ ー ド 】 
ファ イル ウィ ンド ウ で 指定 され だ 音色 の 全 / パ ラメ ー タ を 編集 し ます 。 


な お 、 プ ロブ ラム 起動 時 に セツ ト さ れる 音色 は 、 音 色 フ ァイル “SGOUND.SND" の NO.1"A.PIANO" 
で す 。 


る 
日 
w マ 
し 9 


還 
つつ 

》 E 品 < 
gd< 
回 < 


EK 7 
キー 
川 
川 川 
2 
4 
8 回 4ー 
回 4 
回 < 


上 3 
ズ 
7) 
己 
1 
ご 
避 
に 1 
ご 


1. ALGORITHM 
名 稀 | ALGORITHM (アル ゴリ ズム ) 


アル ゴリ ズム は 4 つの オペ レー タマ (発振器.…P58 参 照 ) の 組み 合せ の こと で す 。 ご の 4 つの オ 
ペレ ー タ の つなぎ 万 を 変え る こと に より 、 変化 に 富ん だ 音色 作り が で きま す 。 
6 種類 の 組み 合せ が あり 、 そ れ ぞ れ に 特徴 びあ り ま す が 、 概して いえ る こと は 、 キ ャ リア ( 反 
転 表示 ) の 数 が 少な て 、 モ ジ ユ レ ー タ が 多い ほど ご 複雑 な 音色 変化 を 作る こと が で きま す 。 


cx。 バレー オフ ・ オフ 
名 称 | OPERATOR ON/OFF (オペ レー ター の オン ノ オ フ ) 


(BASIC で の 稀 は スロ ッ ト マ スク ) 
オペ レー タダ は 、 そ れ ぞ れ OFF (出力 し な い ) に する こと が で きま す 。 エン ベロ ー プ ブラ フ の 
横 の スイ ツチ を 操作 し て 設定 し ます 。 


設定 範囲 は 0 一 1 で す 。 0 が 出力 OFF で 、1 が 出力 ON で す 。 
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3 DUT PUT (ウロ ャ ブッセ ) 


名 条 | し 、R-PANOW) 
| 機能 | ステ レオ 出力 時 に 左右 の ご こ に 出力 する か を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 1 3 で す 。 
1 が 左 出力 、2 が 右 出力 、3 ガセ ンタ ー 出 力 で す 。 
4 。F 引 KOP 1) 
名 笑 | FEEDBACK (フィ ー ド バッ ク ) 
| 機能 | オペ レー タ の 出力 を その オペ レー タ 自 身 に 思 元 (FEEDBACK) す る こと に より 、 ひと つの オ 


ペレ ー タ だ け で 変調 が 行なわ れる 機能 で す 。 
設定 範囲 は 0 7 で す 。 
数 値 が 大 きぐ な る ほど 、 大 きぐ 変調 され 、 高 周波 成分 が 増え 、 音 色 が 大 きぐ 変わ り ま す 。 


Se IF 作 E1 デ 4) 


名 称 
| 機能 


TOTAL LEVEL (トー タル ・ レ ペル 5 


功 オ ペレ ー タ の 出力 レベ ル を 設定 し ます 。 キ ヤリ ア の 出力 レベ ル は 音量 を 変化 させ 、 モジ ユ レ 
ー タ の 出力 レベ ル は 音色 を 変化 させ ます 。 

設定 範囲 は 0 127 で す 。 

数 値 が 大 きぐ な る 程 、 出 力 レ ベル は 小さ く な り ま す 。 


D。 選 県 パロ コー りゃ ェ 一 4 
音量 や 音色 の 時 間 的 変化 を コン トロ ー ル する ため の エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー タ ガ 名 オペ レー タ ご と に 


あり ます 。 


@⑯ エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー の 種類 


ATTACK RATE アタ ッ ク ・ レ イト 
ECXAMY RAIE チイ す パ レザ イト 
ECAY LEVE ディ ケ ィ し し 
SUSTAIN RATE サス ティ ー ン ・ レ イト 
ELLEASE RA 人 E ノース ・ レ イド 


キヤ リア に な つて いる オペ レー タ の エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー タダ は 音量 の 時 間 的 変化 を 、 モ ジ ユ レ ー タ 
に な つて いる オペ レー タ の エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー タダ は 音色 の 時 間 的 変化 を コン トロ ー ル し ます 。 


(AR (OP 1 一 4) 


包 称 


| 機能 


ATTACK RATE (アタ ッ グ ・ レ イト ) 
キー オン し て が ガ が ら 、 出力 レベ ル が 最大 に な る まで の 速度 。 
設定 範囲 は 0 31 で す 。 数 値 び 大 きぐ な る ほど 、 音 の 立ち 上 びり が 速 ご な り ま す 。 
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DR (OP1 一 4) 


名 術 | DECAY RATE (ディ ケイ ・ レ イト ) 
BASIC で の 名 称 は FIRST DECAY RATE) 


機能 出 カ レベ ル が 最大 に な つて ガ ら 、DL(DECAY LEVEL) で 設定 し た レベ ル に 下がる まで の 


速度 。 
設定 範囲 は 0 31 で す 。 
数 値 が 大 きぐ な る ほど 、 音 の 減衰 速度 が 速く な り ま す 。 


DL (OP 1 て 4) 


名 称 EGOAY LEVEL. (ディ タイ ・LZWM 
(BASIC で の 釧 称 は FIRST DECAY LEVEL) 


機能 DR(DEOCAY RATE) お ら 、 SR(SUSTAIN RATE) に 移る と ころ の 出力 レベ ル 。 
設定 範囲 は 0 15 で す 。 
数 値 が び 大 きく な る ほど 、 出力 レベ ル が 低く な り ま す 。 


ーー 


4)SR (OP1 4) 


SUSTAIN RATE (サス ティ ー ン ・ レ イト ) 
(BASIC で の 名 称 は SEOOND DEOAY RATE) 

DL(DECAY LEVEL) で 設定 し だ 出 カ レベ ル に な つて か ら 、 音 が 消え る まで の 迷 度 。 
設定 範囲 は 0 -31 で す 。 
数 値 が 大 きぐ な る ほど 、 音 の 減衰 速度 が 束 こ な り ま す 。 

DRR (OP1-4) 


名 術 | RELEASE RATE (リリ ー ス ・ レ イト ) 


キー オフ し て が ガ ら 、 音 が 消え る まで の 速度 。 
設定 範囲 は 0 15 で す 。 
数 値 び 大 きぐ な る ほど 、 キー オフ し て ガ が ら の 音 の 減衰 速度 が 速く な り ま す 。 


7 . オペ レー タ の 周波 数 


(MT (OP 1 4) 


名 称 | MULTIPLE (マルチプル) 
(BASIC で の 名 稀 は FIRST PHASE MULTIPLY) 
名 オペ レー タ の 周波 数 を 設定 する 機能 で す 。 
設定 範囲 は 0 15 で す 。 
設定 値 は 、 鍵 朋 標 準 ピ ツチ に 対す る 周波 数 の 比 を 表し ます (0 の 場合 は 1/2 の 周波 数 )。 
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DDT 1 (OP 1 一 4 
名 称 ETMUNE1 (デイ チコ ユー タツ 1) 


| 機能 | 各 オ ペレ ー タ の ピッ チ を 役 妙 に ず ら す こと に より 、 音 の 波 の 千 渉 作用 を 起こ し 、 音 に 広がり を 
与え る 機能 で す 。 
設定 範囲 は 0 一 7 です 。 
数 値 が 0 か 4 の 場合 、 ピ ッ チ 変 化 が 0 で す 。 数 値 が 1 、 2 、 3 の 場合 、 ピ ッ チ 変 化 ガ 1 、 十 2 、 二 
3 と な り 、 数 値 が 5 、6 、7 の 場合 、 ピッ チ 変 化 ガー 1 、 一 2 、 3 と な り ま す 。 


MDT2 (OP1 一 4) 


名 称 DETUNMEZ (ディ ヂ チコ ユー シク 2) 
MT と 同様 に 、 攻 オペ レー タイ の 周波 数 を 設定 する 機能 で す が 、 周 波数 比 を 非 整 数 何 に し た いと 
き に 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 0 3 です 。 
MT で 設定 され だ 周波 数 を 0 は 1.00 倍 、1 は 1.41 倍 、2 は 1.57 倍 、3 は 1.73 倍 と 変え ます 。 
W。 年 ー* スー リウ ング 


人 UK (OFP1 一 4) 
名 称 KEYBOARD RATE SCALING (キー ボー ド ・ レ イト ・ ス ケー リン グ ) 


| 後 能 | 音 の 高き じ よ つて 、 エ ン ベ ロ ー ブ の 長 さ を 変化 させ ます 。 
設定 範囲 は W) 1 3 で di。 
数 値 ガ 大 きぐ な る ほど 、 高 音域 で の エン ベロ ー プ の 長 さ が 短く な り ま す ( 音 色 が 鋭く な り ま す )。 


。 | FO 


LFO(LOW FREOUENCY OSCILLATOR) は 、 非常 に 低い 周波 数 の 発振 器 で 、 音程 と 音量 に が 
ける こと が で きま す 。 ビブ ラー ト や トレ モロ 効果 を ガ け る と き に 設定 し ます 。 


ぐ 注 意 > 内 蔵 FM 音 源 は 、 同 時 に 最大 8 声 ま で 発音 で きま す 。 し けし LF 上 O は ひと つの だ ため 、 パー ト 1 で 
LFO の が が かつ だ オル ガン の 音 を 使 つ だ 後 、 パー ト 2 で LFO の お ガ か つて いな い ピ アン の 音 を 使 
うと 、 パー ト 1 の LFO は な く な つて し まい ます 。 

(1)WF 

名 称 WAVE FORM (ウエ イブ プ ・ フ オー ム ) 


LFO の 波形 を 選択 する 機能 で す 。 波 形 の 違い に より 音量 や 音色 の 変化 の し か が だ が 変 わり ます 。 
設定 範囲 は 0 一 3 で す 。 
0 は の こぎ り 波 ( 鑑 歯 状 波 )、 1 は 息 形 波 、 2 は 三角 波 、3 は ラン ダム (サン プル & ホ ー ル ド )。 
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(②SPD 
名 称 


(PMS 


名 称 


| 機能 


(4)AMS 
名 称 


| 機能 


PEBD (ブフ ピー トド 


LFO の 周波 数 (ビブ ラー ト や トレ モロ の 速 さ ) を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 0 255 で す 。 
数 値 が 大 きく な る ほど 、 周 波数 が 高く な り 、 ス ピー ド が 速く な り ま す 。 


PITOH MODULATION SENSITIVITY (ピッ ツチ ・ モ デュ レー ショ ン ・ セ ン シ テ ィ ヴ イィ テ 
イ ) 


異な る 音色 を 同時 に 発音 する と き に 、LFO の おお が り ぐあい を 別々 に 設定 で きま す 。 PMS は 音 
程 に 対す る LFO の 感度 を 設定 し ます 。 

設定 範囲 は 0 一 7 で す 。 

数 値 び 大 きこ な る ほど 、 感度 は 大 きく な り ま す 。 だ だ し 、 PMD の 数 値 が 0 の 場合 は 、LFO は 
が が り ま せん 。 


AMPLITUDE MODULATION SENSITIVITY (アン プリ チュ ー ド ・ モ デ ユ レー ショ 
・ セン ウデ ィ ワ ヴィ ティ 2) 

異な る 音色 を 同時 に 発音 する と き に 、 LFO の お ガ お がり ぐあい を 別々 に 設定 で きま す 。AMS は 、 
音量 、 音 色 に 対す る LFO の 感度 を 設定 し ます 。 

設定 範囲 は 0 3 で す 。 

数 値 び 大 きく な る ほど 、 感度 は 大 きぐ な り ま す 。 だ だ し 、AMD の 数 値 が 0 の 場合 は 、 LFO は 
が が り ま せん 。 


貼 TGH MODULATIGN DEPTH 0 ビ E- ・ モ デコ ニレ ー シ ョ シ ・ デ アプ 2 の 


音程 に 対し て ガ け る LFO の 出力 レベ ル を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 0 127 で す 。 
数 値 が び 大 きぐ な る ほど 、 深く お が がり ます 。 


MPLHTUPE MODULATION DEPTH (アン チチ ザ ュー に ド に ・ モデ コレ ーション デメ 


に 


オペ レー タ に 対し て ガ け る LFO の 出力 レベ ル を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 0 127 で す 。 
数 値 ガ 大 きぐ な る ほど 、 深く お が り ま す 。 
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(7SNC 
名 称 


SYNCHRO (シン クロ ) 


キー オン ( 音 が 発音 され る 瞬間 ) と LFO の スタ ー ト を シン クロ させ る 機能 で す 。 

設定 範囲 は 0 一 1 で す 。 

0 ガ シ ン フロ オラ 、1 ガ シン ワロン で す 。 シン グロ オン に ずる と こと 音 が 発音 きれ る だ びに 、 ビ 
ブラ ー ト 、 ト レモ ロロ な ど が 波形 の 先頭 か すら ガ か がり ます 。 


(8)AMS-ーE (OP1 一 4) 


名 称 
機能 


AMS-ENABLE (AMS イ ネー ブル ) 

首 オ ペレ ー タ 毎 に AMS を ガ け る ガ が 、 ガ け な い ガ を 設定 で きま す 。 
設定 範囲 は 0 一 1 で す 。 

0 は オフ 、1 は オン で す 。 


10、NS (ノン イズ ジェ エネ レー タ ) 


(NFRO 


包 称 


NOISE FREQUENOY 6 アン イズ ・ フ リー ケラ ラー) 


8 チャ ヤン ネル 目 の オ ペレ ー タ 4 を ノイ ズ に 設定 し だ 場合 に 有効 お パラ メー タ で 、 ノ イズ の 周波 
数 を 設定 し ます 。 数値 が 大 きい ほど 音 は 高く な り ま す 。 


NOISE ENABLE (ンジ イ ズ ・ イ ネー ブル ) 


6 チ ヤ ン ネ ル 目 の オペ レー タ 4 を ノイ ズ に する こと が で きま す 。 だ だ し 、 こ の パラ メー タダ は X 
-BASIC で は サポ ー ト し て いま せん の で 、 ご こ で ノイ ズ の 設定 に な つて いて も X-BASIC で は 
普通 の 音 に な り ま す 。 “MUSIC PRO-68K” で も サポ ー ト し て いま せん 。 

0 が ガオ フ 、1 が ガオ ン で す 。 


Ml IO12 す 9 (の し プー ダ ピー 


Nm の コピ ビー 
他 の オペ レー タダ に 、 オペ レー タ 内 の パラ メー タ を コピ ー し ます 。 
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3.3 ウエ イブ ・ モ ー ド 全部 の 名 称 と 機能 


エイプ ・ 宅 一 ば 】 
エディ ッ ト 中 の 音色 の 波形 を 表示 し ます 。 ご これ に より 、 音 色 を 視覚 的 に 把握 で きま す 。 


の aoe プ oy か 
3 の 
の 2p/ag 


ck pg 
| 


く 図 3 一 10> 


1. WAVE FORM 3D DISPLAY 


WAVE FORM 3D DISPLAY ( 三 炊 元 波形 表示 ) 


音色 の 波形 を 三 災 元 表示 し ます 。 Y 軸 (振幅 )、X 軸 (位相 ) に より 波形 を 表示 し 、〆 軸 で 音 の 
立ち 上 が り ガ ら 減 衰 ま で の 波形 変化 を 表示 し ます 。 


ce。 ビ ヒ AK LEVEL 
PEAK LEVEL-WAVE FORM (ビー ク 時 波形 表示 ) 


最大 音量 時 の 波形 を 表示 し ます 。 
音 は 立ち 上 びり ガ ら 減衰 する まで 、 波 形 を 変化 させ て いき ます が 、 そ の 中 で 音 の イメ ー ジ を 決 
定 付 ける の は 、 音 量 が "最大" に な つ だ と き の 波 形 で す 。 
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3.4 イメ ー ジ ・ モ ー ド 各部 の 名 稀 と 機能 


【 イ メー ジ ・ モ ー ド ビ ] 
IE 宇 
の ん 。 Soggg と gey > 68000 


少な い 
悪 い 
弱 い 


ぐ 図 3 一 11> 


{。 ザ メー ダ ジ ・ エ ディ ッ ト 
名 術 | イメ ー ジ ・ パ ラメ ー タ ・ エ ディ ッ ト 


以下 の よう な 言葉 の イメ ー ジ で 音 作り が で きま す 。 だ だ し 、 言 葉 は エディ ッ ト 中 の 音色 に 対し 
て 相 装 的 な 意味 で 使わ れ ま す の で 、 音色 に よ つ て は 効果 が が がら な いも の も あり ます 。 
音 の 立ち 上 が り 、 音 の 減り か た 、 音 の 残り が た 、 歯切れ 、 ア クセ ント 
@ 明 る さ 、 耳 ざ ご わり 、 音 の 人 破壊 、 桑 ら が さ 
@ ビ ブラ ー ト 、 トレ モロ 、 ワウ ワウ 、 め ゆれ の 速 さ 、 ゆれ が だ 
@ 昔 域 、 音量 、 ス テレ オ 、 ふ り の だ し へ (消音 … 全 パラ メー タ の 値 を 0 に する ) 


各 言 葉 の 両側 に ある 三角 スイ ツチ を 押す と 、 音 色 デ ー タ が 編集 を れ ま す 。 一 回 押す と 言葉 の 
表示 域 の 色 が 点滅 し 、 押さ れ だ こと を 知ら せま す 。 エン ベロ ー プ 及び 音 の ゆれ の / (ラボ ポー タダ を 
エディ イッ ツ ト す る と 、 画面 下 に 表示 され だ ブラ フ ガ 少し ずつ 変化 し ます 。 
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2 。 エン バロー フ 表 原 
名 称 音量 変化 表示 (キヤ リア ・ ト ー タ ル ・ エ ン ベ ロ ー プ ) 
機能 | 全 オ ペレ ー タ の トー タル な 音量 変化 を 、 ブラ フ で 表示 し ます 。 


5。 ピ ビブ プラ ー ト 表示 
名 術 | ビブ ラー ト 表 示 
ビブ ラー ト 、 ト レモ ロ 、 ワウ ワウ の ゆれ た を ブラ フ で 表示 し ます 。 


機能 
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3.5 モニ ター・ ウ イン ドウ 各部 の 名 称 と 機能 


(有三 ター・ ウ ィ ジ ンド 
エディ イッ ト 中 の 音色 を 用 い だ た 自動 演奏 を 行ない ます 。 


PLRY 1:Romance <Guitar> 
| 月 ciLe し ugue < じ Cello> 
3: Bumble Bee 
4:[ Elephant <Contra Bass> 
PLRY & EXIT PV Up.13 
inuention 3 
員 | 條 nuention 8 
8:Fantsu <Flute> 
0 ] 0 9 UNI 
・Suan Lake <Uboe> 
上 11:Far, Elise <Piano> 
12:Rhuthm No.1 <E| Bass> 介 
LOOP crF 了 on 13:Rhuthm No.2 <nare Drum> 


14:Rhuthm No.3 <Bass Drum> 
15:Rhuthm No.4 <Tom Tom > 

16:Rhuthm Ne.5 H.H Open > 
17:Rhuthm No.6 4H.H Close > 
18:Rhulhm No.? <Sumbal> 
19:Rhuthm No.8 <Perc.> 

2M: Sarabande 


RLL orF 隊 lo 


SET 1-ST SO0NG 


oer 


が が と ん カカ 


ぐ 図 3 一 12> 


1 。 し &Y 

名 条 | PLAYBACK (自重 演奏 ) 

機能 | モニ ター ソン グ ( 曲 名 が 黒 ご 反転 表示 され だ 曲 ) を 自動 演奏 し ます 。 作 つ だ 音色 が 曲 の 中 で どん 
な 署 き に な る の か を 確認 で きま す 。 


A。 ビ し L あ YA 己 11 
名 称 | PLAYBACK & EXIT (モニ ター ソン グ 自 動 演奏 ) 


モニ ター ソン グ を 自動 演奏 し ます 。 自 動 演奏 が 始ま る と 、 ウィンドウ が ガ 閉じ て 、 エディ ッ ト に 
移 れ ます 。 

ns ド し ん Y 紀 上 より P 

STOP ( 四 動 演奏 終了 ) 

自動 演奏 を 強制 終了 させ ます 。 


39 


4。LQD 島 
名 条 | LOOP SWITCH OQ ル ー プ ・ ス イッ ツチ) 


自動 演奏 を “PLAY STOP” アイ コン が 押さ れる まで 繰り 返し ます 。 


5. ALL 

名 笑 | ALL SONG SWITCH (オー ル ・ ソ ンプ ・ ス イッ チ ) 

ソン グ ブ デ ィ レ クト リ 中 の 全曲 を 、 モニ ター ソン ブ か ら ス ター ト し て "PLAY STOP" アイ コ 
ン が 押さ れる まで 演奏 し ます 。 


6.SET 1ST SONG 


SET 1ST SONG (セッ ト ・1-ST・ ソ ング 
最初 に モー ター する 曲 (デフ オル ト 設 定 ) を 音色 別に 設定 する 機能 で す 。 セ ツ ト し た あと セー 
プ す る と 、 ディ スク に も 書き 込ま れ ま す 。 
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3.6 ファ イル ・ ウ ィ ン ド ウ 益 部 の 名 称 と 機能 


【 フ ァイル ・ ウィ ツン ドウ) 

音色 ファイ ル 、 音 色 番 号 を 管理 し ます 。 な お 、 デー タ は カレ ント ディ レク トリ に 入出 力 さ れ ま す 。 ご れ 
を 変更 し だ い 場 合 は 、 [OS] を クリック し 、 OS の コマ ンド モー ド へ 抜け て ガ ら チェ ンジ ディ レク トリ を 
実行 し て くだ さい 、。 


SOUND.SND 
:SUUND.SND 
:*USIC1.SND z/。 
:P_SOUND.SND 電 


:MP_SND1.SND Fa 2 の zo 
:MP_ Si2 SND 
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LORD | [SaVE ] [HaKE 
EE 
1 KILL ss] 
較 [ 賠 [円 


ぐ 図 3 13> 
1. LOAD 
LOAD FILE (音色 ファ イル の 呼び 込み ) 
指定 し だ 音色 フラ イル を 、 ディ スガ ら 呼 び 込み ます 。 


操作 ⑦⑨ LOAD" アイ コン を フリ リッ ク し ます 。 

② “読み 込む せ フ タイ ル を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 

③ デ ィ ス ク ガ ら 読 み 込み を な い フ タイ ル を 、 フ ァイル ・ デ イレ クト リガ ら 選 ん で フリ リック し ます 。 
ロー ドガ が 終了 する と 、 音色 ディ レフ トリ に 音色 名 が 表示 され ます 。 


2. ご AVE 
SAVE FILE (音色 ファ イル の 保存 ) 
メモ リ 上 の 音色 ファ イル を 、 ディス ク に 保存 し ます 。 


操作 ① SAVE” アイ コン を クリ ッ ツク し ます 。 
② “書き 込む ぜ せ フ ライ ル を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 
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③ フ ァイル ・ デ ィ レ クト リ の 中 で 、 黒 ぐ 反 転 表 示さ れ て いる ファ イル 名 を ク ! リ ッ ク す る と 、 元 
の 音色 ファ イル へ セー ブ さ れ ま す 。 

②④ 元 の 音色 ファ イル と 異な る 音色 ファ イル ヘ へ セー ブ し だ い 場 合 は 、 セー プ し だ い 音 色 フ ァイル 
名 を クリ ッ グ し ます 。 


8。 MAKE 
名 条 | MAKEFILE (ニニ ュー ファ イル の 作成 ) 
新しい 音色 ファイ ル を 作り ます 。 新しい 音色 ファ イル に は 、 音色 デー タ は 入 つ て いま せん 。 
操作 ④*"MAKE" を クリ ツク し ます 。 
②⑨* フ ァイル 名 : ” と これ が か がら 作る 音色 ファ イル 名 を きい て きま す 。 
③ 新 し い 音色 フラ イル を ドラ イブ BB に 作る 場合 は 、“B : * と 入力 し た 後に 新しい ファ イル 名 
を 入力 し ます 。 ド ライ ブ A の 場合 は 、“A : "と 入力 し だ 後に 新しい ファ イル 名 を 入力 し ま 
す 。 フ ァイル ・ デ ィ レ クト リ は 、 ド ライ ブ A 及 び ビ を 一 緒 に 管理 し ます 。 
③④ リタ ー ン キー で 入力 が 決定 され ます 。 
め ⑤ 同 じ 名 前 の ファ イル 名 を 入力 する と 、 “指定 の フラ イル は 既に 存在 し て いま す 。 重ね 書き し ま 
す ガ が “や [Y ン NTJ と 表示 され ます 。 重ね 書き し て も よい 場合 は “Y” を 、 フ ァイル 名 を 変 
える も 計 は “N” を フリ ソック し て ぐだ さい 。 
Au。DIU 
EDIT TONE (エディ イッツ ト 音色 の 選択 ) 
エディ イット する 音色 を 選択 し 、 エディ イツ ト エ リア に 呼び 込み ます 。 
の ④*EDIT" を フリ ッ ク し ます 。 
@②@ "エディ ツ ト す る 音色 を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 
③ エ ディ イッ ツ ト エ リア に 呼び 込み な い 音 色 を 、 音色 ディ レク トリ の 中 がら 選択 し 、 フ リッ グ し ま 
9。 
④⑳ エ ディ ッ ツ ト エ リア に セッ ツ ト さ れる と “完了 し まし だ "と 表示 され ます 。 
se 呈 邑 上 
SET TO FILE (音色 ファ イル へ エディ イィ ッ ツ ト 音 色 を 登録 ) 
エディ ッ ツ ト エ リア 上 の 音色 デー ツタ を 、 メ モリ 上 の 音色 ファ イル へ 登録 し ます 。 
操作 | の "SET" を フリ ッ ク し ます 。 


②⑨ "セツ ト する 音色 番号 を 指定 し て ぐ ください" と 表示 され ます 。 
元 の 音色 番号 へ 登録 する 場合 は 、 音 色 デ ィ レ フト リ の 中 で 、 黒く 反転 表 示さ れ て いる 音色 番 
号 を ノリック し ます 。 

③ 元 の 音色 番号 と 異な る 音色 番号 へ 登録 し た い 場 合 は 、 登 録 し た い 音 色 番 号 を フリ ッ ク し ます 。 
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5。 〇 DPY (ディ スク アイ ヨン ) 


COPY FILE (音色 フラ イル の コピ ー) 
指定 し だ 音色 ファ イル の 内 容 を 、 別 の 音色 ファ イル に コピ ー し ます 。 


の COPY” (ピピ イ スク アイ コン ) を フリ ッ ク レ ます 。 

②⑨* コ ピー 元 の 音色 ファ イル を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 

③ コ ピー 元 の 音色 ファ イル を 、 フタ ァイル ・ デ イィ レフ トリ の 中 より 選択 し 、 フ ! リ ッ ソフ し ます 。 

@④@“ コ ピー 先 の 音色 ファ イル を 指定 し て くだ さい "と 表示 され だ ら 、 コ ピー 先 の 音色 ファ イル 
を 、 フ ァイル ・ デ ィ レ クト リ の 中 が ら 選 択 し 、 フ ! リ リック し ます 。 


6. COPY (音色 番号 ) 


COPY TONE (音色 デー タ の コピ ー) 


指定 し だ 音色 番号 の 音色 デー タ を 、 別 の 音色 番号 に コピ ー し ます 。 

複数 の 音色 を 、 一 度 に コピ ー す る こと も で きま す 。 

⑦*COPY" (音色 番号 ) を フク リック し ます 。 

②⑨* コ ピー 元 の 音色 を 指定 し て くだ さい " と 表示 され ます 。 

③ コ ピー 元 の 音色 を 、 音 色 デ ィ レ クト リ の 中 より 選択 し 、 フ リッ ツク し ます 。 複数 の 音色 を 指定 
し だ い 場 合 は 、 マ ウス ボタ ン を 押し た まま 音色 名 の 上 を 秘 動 し 、 範 囲 を 決め て ボタ ン を 離し 
ます 。 異な る 音色 ファ イル に コピ ー す る 場合 は 、 こ ご こ こ で “LOAD" を 実行 し ます 。 

⑨* コ ピー 先 の 音色 を 指定 し て くだ さい "と 表示 され だ ら 、 音色 ディ レク トリ の 中 お ら 、 コ ピー 
先 の 音色 番号 を 選択 し 、 フ リッ ツク し ます 。 


|1LL (音色 番号 ) 

KILL TONE (音色 デー タ の 削除 ) 

指定 し だ 音色 番号 の 音色 デー タ を 削除 し ます 。 

複数 の 音色 を 、 一 度 に 削除 する こと も で きま す 。 

の "KILL* (音色 番号 ) を フリ ッ ク し ます 。 

@ 削除 する 音色 を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 


③ 削 除 する 音色 を 、 音色 ディ レク トリ の 中 より 選択 し 、 フ ! リ リック し ます 。 複数 の 音色 を 削除 し 
だ い 場 合 は 、 マ ウス ボタ ン を 押し た だ まま 音色 番号 の 上 を 秘 動 し 、 範 囲 を 決め て ボタ ン を 離し 


ます 。 
⑨* よ ろ し いで す ガ や [Y ン NT* と 表示 され ます 。 削除 し て も よい 場合 は “Y” を 、 残 し て 


お きだ い 場 合 は “N” を フリ ッ ク し て ぐだ さい 。 
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KILL FILE (音色 ファ イル の 削除) 
指定 し だ 音色 ファ イル を 削除 し ます 。 
操作 ⑳"KILL "(デン イス ヌス ク ・ ア イニ に の を クタ リツ ツレ ます 。 
ぢ " 肖 除 する ファ イル を 指定 し て くだ さい "と 表示 され ます 。 
G き 削除 する フラ タイル を 、 フ タイ ルディ レク トリ の 中 より 選択 し 、 クリ ッ ソック し ます 。 
④* よ ろ し いで す ガ や [Y ン N]” と 表示 され ます 。 削除 し て も よい 場合 は “Y*” を 、 残し て 
お きだ い 場 合 は “N” を フ ! リ リック し て ぐだ さい 。 
が 。 己 
一 時 的 に OS ら の コマ ンド モー ド へ 抜け て 、 コ マン ド を 実行 する こと が で きま す 。 
操作 | ①'OS" を フ ! リ ソック し ます 。 
@A> が 表示 され ます の で 、Dir、Type、 Format な ど を 実行 で きま す 。 
③A> に 対し て EXIT 回 を 入力 する と 、"SOUND PRO-68K" の エディ ッ ツ ト モ ー ド に も 
[ec 人 ke 
ぐ 注 意 > コマ ンド 実行 用 の 機能 で す 。 ブ グラ フィ ッ ク フク 機 能 お よび 、 サウ ンド 機能 を 用 いた プロ ブラ ム は 実 


行 し な いで ぐだ さい 。 
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3.7 プリ ント ・ ウィンドウ 各 部 の 名 称 と 機能 


【 プ リン トド ・ モ ー ト 5 
音色 デー タ を 、 い ろ い ろ な お 形 で 印刷 し ます 。 


プリ ンタ ー の 準備 は よろ し いで すか 。 


LL_] [Ress ] (EXT | 


ぐ 図 3 一 14> 


1 。 月 @qV 
名 稀 | PRINT EXEC (プリ ント の 実行 ) 


機能 | 以下 の モー ド 、 ウ ィ ン ド ウ で 、 エ ディ ッ ト 中 の 音色 に 関す る デー タ を 印刷 し ます 。 
@ エ ディ ツ ト モード で は 、 音 色 の 全 / パラメータ の 値 を 印刷 し ます 。 
ウエイブ ・ モ ー ド で は 、 表 示 波形 を 印刷 レ ま す 。 
@ フ ァイル ウィ ンド ウ で は 、 使用 中 の 音色 ファ イル の 音色 ネー ハム 一 覧 を 印刷 し ます 。 


④ プ リン が 正しく 接 続き され て いる ガ を 確認 し ます 。 
② “Readv” を クリ ツク し ます 。 


2。 作 I【 
ALL PRINT EXEO (全音 色 デー タ の E 刷 ) 


操作 


能 エディ ッ ト 中 の 音色 フタ イ ル に 含ま れる 全音 色 の パラ メー ター を 印刷 し ます 。 


⑦④ プ リン タ が 正 し ぐ 接続 され て いる ガ を 確認 し ます 。 
⑨ “AIP を フリ ッ ク し ます 。 


3. その 他 
PRINT STOP (プリ ント アウ ト の 強制 終了 ) 
印刷 を 強制 的 に 終了 させ ます 。 


操作 ④ESC キ ー を 押し ます 。 だ だ し 、 プリ ンタ バッツ ファ に 送ら れ だ 分 を 印刷 し て ガ ら 終了 し ます 。 


45 


3.8 エン ド ・ ウ ィ ン ド ウ の 機能 


【 エ シド ・ ウ イン ドウ 】 
*SOUND PRO-68K” を 終了 し ます 。 


デー タ の セー ブ は 済み まし た か 


5 に M- は | 


ぐ 図 3 一 15> 


BAS 1TC を 走 ち 上 げ ま すか ? 


EE 貞 | 貞 


ぐ 図 3 一 16> 
機能 *SOUND PRO -68K” を 終了 し 、 OS の コマ ンド モー ド ま だ は BASIC へ 移り ます 。 
*SOUND PRO-68K” が BASIC よ り 呼 ば れ て 起動 し て い だ 場 合 は 、 BAISIC へ 戻り ます 。 


操作 | ① エ ンド ・ ウ ィ ン ド ウ を 開 こ と “デー タ の セー ブ は 済み まし た か や [YES] [NOJ' と 聞い て 
きま す 。 音色 ファ イル を セー ブ し て ガ ら 終了 する 場合 は YES を 、 セー プレ な い 場 合 は 、 NO 
を フリ ッ ク し ます 。 
@④① で "NO" を 押し だ 場合 は 、 フ ァイル ・ ウ イン ドウ に 移り ます 。"YES"” を 押し だ 場合 は 
* 選 ASIC を 立ち 上 げ ま ざか” と 聞い て きま す 。BASIC に 物 り だ い 場 合 は “YES" を 、 
BASIC に 物 ら ず に 終了 する 場合 は "NO" を 押し ます 。 これ で "SOUND PRO-68K* は 
終了 し ます 。 
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第 4 章 


'SOUND PRO-68K" の 活用 法 


4.1 BAS | C で の 使い 方 


X-BASIC に は 、 音 楽 言語 と し て 強力 な MML(MUSIC MACRO LANGUAGE) が 用 意 さ れ て いま 
す が 、 この MML の 中 で “SOUND PRO-68K*" で 作 つ だ 音色 を 使用 する こと が で きま す 。 まだ 、 BASIC 
の プロ ブラ ム ガ がら 、"SOUND PRO-68K" を 呼び 出し て 使う こと も で きま す 。 


@-BAISC で 用 意 さ れ て いる 音色 番号 は 1~-200 で 、*SGOUND PRO-68K* の 1 音色 ファ イル 分 に 相 
当 し ます 。 従 つ て 、"SGOUND PRO-68K" で 作 つ だ 音色 ファ イル を 、X-BASIC へ 読み 込み セツ ト 
する こと に より 、X-BASIC の 200 音 色 を すべ て 書き 換え る こと が で きま す 。 

@ 書 き 据え だ 後 は 、MML の 書式 に 従 つ て 自由 に 音色 番号 を 使用 する こと が で きま す 。 

一 度 BASIC か ら 抜 ける と (も ちろ ん リセ ツ ト し た り の 、 電 源 を 切 つ て も )、 も と の 内 蔵 音 色 に 戻 つ て し ま 
いま す 。 


〈 注 意 〉 これ ら の 機能 を 使う た め に は 、 以 下 の 蘭 境 が め 要 で す 。 


@ “SOUND PRO-68K” シス テム ディ スク に 入 つ て いる 新しい 関数 の “SEDIT .FNO" 他 が 政 要 と 
な り ま す の で 、“SOUND PRO-68K” シス テム ディ スク 中 の BASIC を 立ち 上 げ ま す 。 

人 @ 他 の ディ スク の BASIC で この 機能 及び 関数 を 使用 し だ い 場 合 は 、“SOUND PRO-66K”" シス テム 
ディ スク 中 に ある 以下 の ファ イル を 、 使 用 する ディ スク の “BASIC.X”" が ガ 入 つて いる ディ レク トリ 
に コピ ー し て ぐだ さい 。 な お 、 コ ピー に 関し て は 、 「X68000 取 扱 説明 書 」 の "2.2 コピ ー ア イコ ン " 
を 参照 し て 下さ い 。 


"SEDIT .FNC" 
*S_SET.BASY 
*S_AUTO.BAS! 


さら に “BASIC.CNF”" に “SEDIT .FNC" を 以下 の よう に 追加 登録 し ます 。 な お 、 登 録 方 法 に つ 
いて は 、 「X68000 BASIC マ ニュ アル 」 の “1.4 外部 関数 の 機能 ” を 参照 し て くだ さい 。 


FUNC=SEDI「 .FNC 
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1 プロ グラム “S_SET” に よる 音色 セッ ト 


| 機能 


操作 


コー ティ リティ プロ グラ ム “S_SET .BAS” を 用 い 、*SOUND PRO-68K" で 作 つ だ 任意 
の 音色 ファ イル を 呼び 込み 、 X-BASIC の 昔 色 番号 @1-200 に セツ ト し ます 。 


④BASIC プ ログ ラム を 作成 中 の 場合 は 、 そ の プロ ブラ ム を 一 度 セ ー プ し て こく だ さい 。 

@run "S_SET" と 入力 し 、 リ マー ン キ ー を 押し ます 。 

③ “音色 ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい "と 問い 合わ せ て きだ ら 、 呼び 込み だい 音色 ファ イル 
名 を 入力 し ます 。 ディ スク ドラ イブ を 指定 し だい 場合 は 、“A:” 、"B:” を ファ イル 名 の 前 に つ 
け ま す 。 

④ ご これ で 音色 ファイ ル が 呼び 込ま れ 、 音色 デー タ ガ セ ッ ツ ト さ れ ま す 。 だ だ し 、 指定 され だ 音色 
ファ イル が ガ デ ィ ス ク 上 に な い 場 合 は “音色 の セツ ト が で きま せん " と 表示 され ます 。 


2 . 自作 プロ グラ ム 中 で の 音色 自動 セッ ト 


[機能 
操作 


目 作 プロ プラム 中 で 、 任意 の 音色 ファ イル を 自動 的 に 呼び 込ん で セツ ト し ます 。 


④ 自 作 プ ロ プ ラム を ロー ド し て お きま す 。 
⑨ “S_AUTO" を 自作 プロ ブラ ム の 後ろ に マー ジレ し ます 。 マ ー ジ は “LOAD@" コマ ンド を 
用 いま す 。 
例 ) 自作 プロ ブラム ガ が 行 番号 100--5000 で 作ら れ て いる と し ます 。 
LOAD@'S_AUTO" 、10000 避 
マージ が 済ん だ プロ ブラ ム の 先頭 に 以下 の 一 行 を 加え ます 。 
DIM CHAR VODATA(4.10:S_SETC で 音色 ファ イル る ") 
例 ) 音色 ファ イル “MP_SOUN.SND" を 呼び 込み ます 。 
10 DIM CHAR VODATA(4.10:S_SETCMP_SOUNDY) 回 
@ 実 行 し て 音色 ファ イル が 呼び 込め る こと を 確認 し た ら セ ー ブ プ し まし よう 。 な お 、 実行 し だ 際 
に S_SE T 関数 で 指定 し た 音色 ファ イル が ディスク 上 に な い 場 合 は “音色 の セツ ト が で きま 
せん "と 表示 され ます . 
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3. X-BASIC お が ら “SOUND PRO-68K” を 起動 する 記法 


機能 BASIC の ダイ レク フト モー ドガ ら 、 まだ は プロ ブラ ム 中 より "SOUND PRO-68K" を 起動 で 
きま す 。 そ し て 、“SOUND PRO-686K*” が 終了 する と 再び BASIC へ 戻り ます 。 だ だ し 、 
BASIC 上 で 大 き な プ ロブ ラム が 走 つ て いる 場合 は 、 メ モリ が 不足 する を め に “SOUND 
PRO-66K” は 起動 で まま せん 。 


操作 ⑦④BASIC の ダイ レノ トモ ー ド ガ ら 起動 する に は 、 以 下 の よ うに 入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ま 
9。 


ISEDIT 


BASIC の プロ グラ ム よ り の 起動 する に は 、 以 下 の よ うに 関数 を 使う と “SOUND PRO-68 
K” ガ 起 動き れ ま す 。 


SEDITO 


サン プル 100 CLS 
110 SEDITO 
120 END 


*SOUND PRO-68K" の 起動 に 以 要 な ファ イル 一 覧 
*SEDIT . 
"SEDIT .FNC" 
"MUSIC.FNC" 
"MU3.MML 
"XMUSIC.S68* 
"GRAPH.GR1* 
"GRAPH.GRZ' 
"GRAPH.GRY* 
E.T 
: 利 上 に だ 6 
ET.HLFP 
SEDIT.CNEF" 


5L 


4.2 “MUSIC PRO-68K" で の 使い が だ 


楽譜 入力 型 作 曲 ツー ル “MUSIC PRO-68K” (シャ ー プ 製 、 別売 ) の で も “SOUND PRO-68K* で 作 
つ だ 音色 ファ イル を 使う つこ と が で きま す 。 

“MUSIC PRO-68K” に も “SOUND PRO-68K” の ファ イル ウィン ドウ が ガサ ポー ト さ れ て いま す 。 
同じ 操作 で 音色 フイ ル を 読み 込ん だ り 、 音 色 番 号 を 選ん で 、 曲 中 で 使う こと が で きま す 。 
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第 5 草 


その 他 、 資 料 


5.1 音 の し くみ 波形 表示 に よる 理解 


ここ で は 、 音 の し くみ に つい て の 簡単 な 説明 を 行ない ます 。 避 説明 の 後 の 実験 は 、 表 示 波 形 と 実際 に 鳴 
つ だ 音 を 比較 する こと が で き 、 音 に つい て の 理解 を 深め て いた を だけ ます の で 、 ぜひ 試し て みて ぐだ さい 。 


1 。 音 の 三 要 系 と エン ベロ ー ブ 
音 に は 、① 音 の 高 さ @ 音 色 ③ 音 量 の 三 つ の 要素 びあ り 、 さ ら に 、 音 の 時 間 的 変化 を 表す "エン ベロ ー プ " 
と いう も の が あり ます 。 


2 . 音 の 高 さ 
物体 が 振動 し 、 そ れ が 空気 を 伝 わ つ て 耳 に 届く と 、 音 と し て 聞こ えま す 。 1 秒間 の 振動 数 を 周 流 数 と い 
い 、 周 波数 に よ つ て 音程 は 決まり ま す 。 
① イ メー ジ モ ー ド に 入 つ て 、 右 下 の パラ メー タマ * ふ の だ し へ"ー サ イン 波 - を ノリック し て くださ 
い 。 サ イン 波 の 音色 デー タ が ガセ ツ ト さ れ ま す 。 
② ウ エイ ブ モ ー ド に 秘 行 し 、 波 形 を 表示 し て ぐだ さい 。 
③ こ の 波形 が サイ ン 波 QF 弦 波 ) で す 。 音 を 鳴ら し て 確認 し て くだ さい 。 
表示 され だ 波形 は 、 一 回 分 の 振動 つま り 波形 の 一 周期 を 表し て いま すぐ 図 5 一 1 >。 波 形 表 
示 の 横 軸 は 時 間 軸 で 、 波 形 が 何 回 分 書か れ る ガ に より 音 の 高 さ が 変わ り ま す 。 


く 図 5-1> 
② イ メー ジ モ ー ド に 秘 り 、* 音 域 "高い - を フリ リッ ク し て ぐだ さい 。 音 を 只 ら し て 音 が 1 オフ ター 
ブ 高 く < な つ だ こと を 確認 し て くだ さい 。 
も う 一 度 、 波形 を 表示 し て み ま し よう 。 
今度 は 、 波 形 が 2 回 分 書か れ まし た ぐ 図 5 一 2>。 これ は 、 1 秒間 あ だ り の 振動 数 が 、 先 は 
どの 音 に 比べ て 、 倍 に 増え た こと を 表し て いま す 。 つ まり 、 周 波数 が 2 倍 に な つ だ わけ で す 。 
音 を 聞く と わが る と 思い ます が 、 周 波数 が 2 倍 に な る と 、 音 程 は 1 オフ ター ブ 上 が り ま す 。 
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く 図 5 一 2> 


. 音色 
音色 の 差 は 、 波 形 く 図 5 一 3 > の 違い に 生じ ます 。 


波形 は 、 音 程 (周波 数 ) を 決定 する サイ ン 波 (基本 波 ) と 、 そ の 整数 倍 の 多く の サイ ン 波 (高調 波 〉 と で 合成 
され て いま す 。 し だ が つて 、 ご の 2 種類 の サイ ン 波 (基本 波 ? を いろ いろ な 形 で 合成 すれ ば 、 ど ん な 波形 で 
も 作れ る と いう こと に な り ま す 。 


< 図 5-3> 
実験] ① イ メー ジ ・ モ ー ド に 入っ て 、 右 下 の パ パラ メー タ *③ り だ し へ "サイ ン 波 - を フリ ッ フ し て ぐだ 
さい 。 サイ ン 波 の 音色 デー タ ガ セ ッ ト さ れ ま す 。 
@ ウ ェ イ ブ ・ モ ー ド に 秘 行 し 、 波 形 を 表示 し て くださ い 。 
③ こ の 波形 が サイ ン 波 FE 弦 波 ) で す 。 音 を 鳴ら し て 確認 し て くだ さい 。 
の エディ ッ ト ・ モ ー ド へ 物 行 し て くだ さい 。 
⑥ モ デュ レー タ の 周波 数 を 上 上 げ て み ま し よう 。OP 3 の し を 15 に 上 げ 、 MT を 1 カ ら 2 に 変 
えま す 。 
⑥ 波 形 を 表示 させ 、 音 を 鳴ら し て 確認 し て み ま し よう 。 
② 同 じ 作業 を 繰り 返し 、 MT を 8 まで 変更 し て み ま し よう 。 波 形 ガ 変化 し て い ぐ 様 子 が わか つ 
て いた だ ける と 思い ます 。 
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音量 
。 理 

音量 は 振動 の ゆれ 幅 で 決ま り ま す 。 ご これ を 振幅 < ぐ 図 5 一 4 > と いい 、 波 形 表 示 で は 縦 還 で 表れ て いま 
す 9。 


\ 


JO の が が 作 、 
\/ ハ / ツリ 


< 図 5ー4> 
| 実験 | ① イ メー ジ ・ モ ー ド に 入 つ て 、 右 下 の / パ ラメ ー タ *③ の だ レ し ヘ "サイ ン 波 - を フリ ッ フ し て ぐだ 
さい 。 
@ ウ ェ イ ブ ・ モ ー ド に 移行 し 、 波 形 を 表示 し て くださ い 。 
③ エ ディッ ト ・ モ ー ド へ 戻り 、OP 4 の し を 80 に 下げ 、 波 形 表 示し ます 。 
② 同 じ サ イン 波 で す が 、 前 の 波形 表示 に 比べ る と 上 下 が 和 縮み 、 音 時 が 小さ こなつ だ こと が わか 
り ま す 。 音 は 小さ すぎ て 聞え ませ ん 。 
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5.2 FM 音源 の 概説 


1 . X68000 に 搭載 され だ FM 音源 | ご の ツタ イプ 
OPM と 思 ば れる FM 音源 1 〇 で 、 この FM 音 


2. FM 音源 部 


源 部 8 音 の 同時 発声 が で きま す 。 


FM 音源 避 声 部 それ ぞ れ に は 、 4 個 の オペ レー タ ( 音 の 発声 器 ま だ は 発信 器 ) が 内 蔵 を きれ て いま す 。 ご 
の 関係 を 図 で 志す と 次 の よう に な り ま す 。 


F M 音 源 
| | | | | 
| 。 まき 。 $ 4 5 6 7 8 
年 。 lf 生還 証 音 
kt 9 ォ ォ 4 kkkI UI IT 1 加 
ラバ 
ペペ ペ パ ペー ペペ ペ パ ペー ペペ ペペ 。 ペペ べべ NN ペペ ペペ AA AA て 
TTY 
上 贈 剛 | 剛 江 簡 際 : 
タタ タタ タタ タタ タタ タタ タタ タマ タタ タタ タマ タタ タタ タタ タタ タネ 
1 必 8 ル 2 の 904 1 め 283.4 284 1928 六 84 1234 4234 レ 
イ 
く 図 5-5> 


。 2 ペレ ー ツ の し レ し くみ 


オペ レー タダ の し ぐみ は 、 ぐ 図 5 一 6 > の よう に な つて いま す 。 ご これ を 見 る と 、 オ ペレ ー タ に 記憶 され て い 
る の は 、 基 本 的 に は サイ ン 流 だ け で ある こと が わが り ま す 。 


く 図 656> 
区 必 チ ・ デ ー タ 大 か 


記憶 


回 中 に メモ リ さ れ て いる サイ ン 波 の 周波 数 を 設定 する 、 データ (ピッチ ・ デ ー タ ) を 入力 する 部 分 
で す 。 ご ここ に 入力 され る ピッ チ ・ デ ー タ と サイ ン 波 の 周波 数 は 、 1 ・ 1 で 対 庫 し て いま す (ピッ チ ・ デ ー 
タダ の 周波 数 1 サイ ノル が ガサ イン 波 の 波 1 つ に 相当 し ます )。 ピ ツチ ・ デ ー タ の 周波 数 が 高い ほど 、 サイ ン 波 


の 波数 は 光 く な り ま す 。 ピ ツチ ・ デ ー タ の 周波 数 、 サ イン 波 お よび 再現 され る 音 の 音程 に つい て まとめ る 
と 、 多 の よう に な り ま す 。 
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ピッ チ ・ デ ー タ の 周波 数 い 


| 波 の 数 少な い 


サイ ン 


| 周波 数 


再現 され る 音 の 音程 


この よう に 、 サイ ン 波 の 周波 数 が 高く 、 波 の 数 が 多けれ ば 、 再現 され る 音 の 音程 は 高く 、 サイ ン 波 の 周 
波数 が 低く 、 波 の 数 が 少な けれ ば 、 音程 は 低く な り ま す 。 ご の こと がら 、 ピッ チ ・ デ ー タ の 周波 数 に よ つ 
て 、 オ ペレ ー タ ガ ら 出力 され る 音色 デー タ の 音程 が 決定 され る こと が わが り ます 。 

実際 に は 、 入力 され る ピッ チ ・ デ ー タ の 周波 数 は 1 つ し か が あり ませ ん 。 ご の 周波 数 を 何 位 か に する ご こと 
に よっ て 、 ピッチ ・ デ ー タ を 変え て いま す 。 ご の 操作 を 行なう パラ メー タ が ガ 、M T と いう こと に な り ま す 。 


陣 エ ウッ ベ ロープ ・ デー タ 入 力 


音 の 振 帳 (て サ イン 波 で いえ ば 波 の 振れ 幅 ) の 時 間 的 な 変化 を 、 エ ン ベ ロ ー プ と 呼び ます 。 エン ベロ ー プ 
を 設定 する エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー タ CEG) の デー タ を 入力 する 部 分 が 、 エン ベロ ー プ ・ デ ー タ 入力 
で す < 図 5 一 7>。 

OPM に は 、4 つの オペ レー タ の それ ぞ れ に 、 エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー タ ガ が 用意 され て いま す 。AR、 
DR、 DL、SRR、RR な どの 5 つの パラ メー タ に より 、 従 来 の アナ ログ 音源 に 比べ 、 よ り 繊 細 な 音色 作 
り を する こと が で きま す 


GS2j に ラウ ーー 


の 入力 ハハ 
1 


Q か 


く 図 5-7> 
(G 座 調 デー ダ 入 力 


記憶 回 路 に メモ リ さ れ て いる サイ ン 波 の 波形 を 変え る デー タ (変調 デー タ ) を 入力 する 部 分 で す 。 ご ご こ ご 
に サイ ン 波 を 入力 する と 記 模 回 路 の サイ ン 波 に 、 変調 (モデ コレ ーション ) が が けら れ 、 複 雑 な 波形 の 音 
色 デ ー タ が 出力 され ます 。 
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ピ ツ チ ・ デ ー タ に よ つ て 、 再 現さ れる 音 の 音程 ( 波 の 数 ) が 設定 され る の に 対し 、 変調 デ ー タ に よっ つて 、 
音質 ( 波 の 形 ) が 設定 され る こと に な り ま す 。 


ビッ チ ・ デ ー タ 変調 デー タ ( ぐ ) 
の 入力 の 入力 


MI 


変調 が か けら れ だ 
サイ ン 波 デー タ 
く 図 5 一 8> 
5 一 6 の よう に 、 あ る 音 の 周波 数 を 別 の 音 で 動か 技術 を 、Frequency Modulation( フ リフ エ 
ン シ ー・ モ デコ ユ レ ーション 三 周波 数 変調 ) と 呼び 、 これ ガ FM 音 源 の 語源 と な つて いま す 。 


4 . アル ゴリ ズム 

1 つの オペ レー タダ は 、 ピッ チ ・ デ ー タ 、 エン ベロ ー プ ・ デ ー タ 、 変調 デー タ な ど に より 、 様々 な 音色 デ 
ー ツ を 作り 出す こと が で きま す 。 そ し て さら に 、 複 数 の オペ レー タ を 組み 合わ せる こと に よっ つて 、 よ り 多 
彩 な 音色 を 作り 出す こと も で きま す 。 

ご の オペ レー タ の 組み 合わ せ の こと を 、 アルゴリズム と び ます 。 こ ご こ で は 、 便宜 上 2 つの オペ レー タ 
に よる アル ゴリ ズム を 例 に と つて 、 音色 デー タ の 変化 を 説明 し ます 。 


(1) 各 列 弄 


図 5 一 9 を 見 る こわ お る よう に 、 ピッ チ ・ デ ー タ を 440Hz と する と 、 オペ レー タ 1 は 、 Multiple 1 の 状 
態 で 440Hz の サイ ン 波 デー を 出力 し て いる こと に な り ま す 。 

オペ レー タ 2 は 、Multiple 2 で 440HZ が 2 倍 に され だ 880HzZ の サイ ン 波 デー タ を 出力 し て いま す 。 

オペ レー タ 1 、2 と も に 、 同 じ エ ン ベ ロ ー プ が がけ られ て お りら り 、 変調 デー タ は 入力 され て いま せん 。 

ご の 2 つの オペ レー タ を 並列 に 並べ る と 、 オ ペレ ー タ 1 、2 の サイ ン 波 デー タ ガ が 合成 され て (混じり 合 
つて ) 出力 され ます 。 

ご の よう な 音色 デー タ 作 成 の 方 法 を 、 正弦 波 合成 と 呼び ます 。 オ ペレ ー タ 間 の 音色 デー タ を 変え る こと 
に より 、 厚 み の あ る 音 を 作り 出す こと が で きま す 。 
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(2 人 レーダ (ペッ ー タ め ) 
ビデ ッ ラー タダ の 用 


ビ So チュ ャ デー 包め の 炊 力 
440Hz 880Hz(440HzX2) 
880Hz 
サイ ン 混 
エン ベロ ー プ ・ 
デー タ の 入力 トム マ 
と クム 
エン ベロ ー ブ ガ がけ られ だ エン ベロ ー ブ ガ カ け 
られ だ 440Hz の サ られ だ 880Hz の サ 
イン 波 イン 波 
正弦 波 合 成 さ れ だ 波形 
ぐ 図 5-9> 
(2) 直 列 型 


炊 に 、 オペ レー タ 1 、2 直列 に つない で み ま す 。 


ES チッ デー 寂 
440Hz 


(オペ レー タ 1 ) 


E ジ コレ ー タ ー 
ピン 440Hz サ イン 波 
デー タ 
< ペック 
ン ベ ロ ー プ ブ ガ か が けら れ だ 
サイ ン 波 デ ー タ 
変調 デー タ 
(オペ レー タ 2) 
ー キ ャ ヤリ アー 
ESXN 過 5 に 
デー タ 変調 が けら れ だ 
だ サイ ン 波 デ ー タ 


エン ベロ ー ブ と 変調 が の けら れ だ 
サイ ン 波 デー タ 


ぐ 図 5 一 10> 
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図 5 一 10 の よう に 、 オペ レー タ を 直列 に つない だ 場合 、 前 こつ な が れ だ オペ レー タ の 出力 は 、 後に つ な 
が れ だ オペ レー タ の 変調 デー タ と し て 入力 され ます 。 つ まり の 、 図 5 一 9 で は 、 オペ レー タ 1 ガオ ペレ ー タ 
2 に 変調 を ガ け て いる こと に な り ま す 。 

FM 音源 の 考え 亡 で は 、 こ の よう な お 役割 を 持つ オペ レー タ を 、 モ デ ユ レー タ と 呼ん で いま す 。 ご これ に 対し 、 
オペ レー マタ 2 の よう に 、 実際 に 音色 デー タ を 出力 ける オペ レー タ を 、 キヤ リア と 呼び ます 。 

5 一 0 で は 、 オペ レー タ 1 、 2 と も に あお なじ エ ジ シベ ロー プ ・ デ ー ツ ガ 号 えら れ て いま す 。 オペ レー マタ 
1 (モデ コレ ー タ ) に お いて は 、 エン ベロ ー プ ・ デ ー タ は オペ レー ツタ 2 に 変調 を が ける 強 さ の 変化 、 つ ま 
り 、 オペ レー タ 2 の 音色 変化 を 設定 し て いる こと に な り ま す が 、 オ ペレ ー タ 2 (キャ リア) で は エン ベロ 
ー プ の 変化 は 、 そ の まま 音量 の 変化 こし て 出力 され て いま す 。 

ご の よう に 、 モデ コレ ー タ と キヤ リア で は 、 エ ン ベ ロ ー プ ・ ジ エネ レー タ の 働き の 意味 が 違う も の に な 
り ま す 。 


(3③)OPM の アル ゴリ ズム 

OPM に は 、8 つの アル ゴリ スム が ガ プ リセ ツ ト さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 特徴 あ る サウ ンド を 作り 出す こと 
が で きま す 。 以下 に その 説明 を し ます 。 [1] は オペ レー タ の 1 を 表し ます 。 な お 、 数 字 の 反転 表示 が ガキ ヤ 
リア で す 。) 


ぐ 図 5 一 11> 


@ 0 一 3 番 の 特徴 


キヤ リア は オペ レー タ 4 だ け で 、 他 の オペ レー タ は すべ て モデ ユ レ ー タ に な つて いま す 。 複雑 な 波形 を 
作る こと が で きる だ め 、 微 妙 な 音色 を 表現 し だ い 場 合 に 用 いら れ ま す 。 
音 の ソロ 系 器 に むい て いま す 。 


@ 4 番 の 特徴 


キャ リア が 2 つ あ る の で 、 エレ ビ の 音色 の よう に 、 メ イン の 音 は 桑 ら か ひく 、 ア タッ ツク の み に 人 金属 音 を 加 
えた だ いよ うな 場合 に 便利 で す 。 


@⑯ 5 一 / 番 の 特徴 
キャ ヤリ アガ 3 つ 以 上 ある の で 、 DT (Detune) で それ ね ぞ れ の チュ ユー ニン ブ を ずら し 、 コ ー ラ ス 効 果 を 
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加え だ り 、 オル ガン の よう に 倍音 成分 を 別 の キヤ リア で 作る と き に 使い ます 。 
b。 イー の 


変調 デー タ 


ピッ チ ・ デ ー マ 


フィ ー ド バッ が ガ ガ け られ だ 
サイ ン 六 デー ダ 


く 図 5 一 12> 
図 5 一 12 の よう に 、 オペ レー タ の 出力 を 、 そ の オペ レー タ 自 身 の 変調 デー タ 入 力 に イン プッ ト す る こと 
に よ つ て 、1 つの オペ レー タ だ け で 変調 され だ 音色 デー タ を 作る こと が で きま す 。 ご の 機能 を 、 フ ィ ー ド 
パッ ク グ と び ます 。 フ ィ ー ド バッ ツク を が ガ け だ オペ レー タ を モデ ユ レ ー ダ に する こと に よ つ て 、 キ ヤリ ア に 
より 強力 な 変調 を お ける こと が で きま す 。 
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